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池
新
田
地
区
内
に
計
画
さ
れ
て

い
た
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
建
設

事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
住
民
投

票
の
結
果
を
受
け
、
昨
年
1
月
、

同
年
7
月
、
そ
し
て
本
年
2
月
と

3
回
に
わ
た
っ
て
大
栄
環
境
株
式

会
社
の
金
子
社
長
と
面
談
し
、
粘

り
強
く
事
業
の
断
念
、
撤
退
を
要

請
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
3
月
15
日
に
同
社
か
ら
「
地

元
自
治
会
と
の
合
意
に
至
ら
な

か
っ
た
こ
と
、
今
後
も
合
意
を
得

る
展
望
が
開
け
な
い
こ
と
な
ど
が

主
な
要
因
」と
し
て
、正
式
に「
撤

退
す
る
」
旨
の
回
答
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
3
月
22
日
に
開
か
れ
た
市
議
会

本
会
議
の
最
終
日
で
は
、
池
新
田

財
産
区
が
大
栄
環
境
株
式
会
社
か

ら
受
け
取
っ
た
3
カ
年
分
の
賃
貸

料
３
３
３
８
万
４
千
円
を
返
還
す

る
補
正
予
算
案
が
可
決
さ
れ
、
そ

の
後
、
大
栄
環
境
株
式
会
社
と
池

新
田
財
産
区
管
理
会
、
管
理
者
で

あ
る
私
と
の
間
で
書
面
を
取
り
交

わ
し
、
3
月
26
日
に
正
式
に
契
約

解
約
の
合
意
に
至
り
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
長
い
間

ご
心
配
や
ご
不
安
を
お
掛
け
し
、

大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
た
、
事
業
の
撒
退
に
当
た

り
、大
栄
環
境
株
式
会
社
に
は「
名

誉
あ
る
撤
退
」
を
ご
決
断
い
た
だ

き
、
敬
意
を
表
す
と
と
も
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
は
、「
第
２
次
御

前
崎
市
総
合
計
画
」
の
中
間
目
標

の
達
成
状
況
を
評
価
し
、
令
和
７

年
度
の
最
終
目
標
に
向
け
て
舵
を

取
る
大
事
な
年
と
な
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
る
市
税
の
大
幅
な
減

収
が
見
込
ま
れ
る
中
で
の
厳
し
い

財
政
状
況
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、

①�

自
然
災
害
に
強
い
「
安
心
」
あ

る
ま
ち
づ
く
り

②�

「
デ
ジ
タ
ル
化
」
に
向
け
た
環

境
整
備
の
推
進

③�

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た
「
し

な
や
か
な
人
」
づ
く
り

④�

「
希
望
」
を
持
ち
、
健
康
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

⑤�

地
域
資
源
の
活
用
に
よ
る
「
魅

力
」
の
発
信
、「
に
ぎ
わ
い
」
の

創
出

を
重
点
施
策
と
し
て
推
進
し
、
総

合
計
画
の
実
現
に
向
け
、
着
実
に

前
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

自
然
災
害
に
強
い「
安
心
」	

あ
る
ま
ち
づ
く
り

　
災
害
に
強
く
、
安
全
・
安
心
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
、
市
道

整
備
や
河
川
改
良
を
行
い
ま
す
。

　
市
道
は
、
社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
を
活
用
し
、
幹
線
道
路
や

避
難
路
に
指
定
さ
れ
て
い
る
重

要
な
道
路
を
計
画
的
に
整
備
し
ま

す
。
河
川
や
排
水
路
の
改
良
に
つ

い
て
も
多
発
す
る
短
時
間
で
の
豪

雨
や
台
風
な
ど
に
よ
る
被
害
を
最

小
限
に
抑
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
の
大
規

模
地
震
へ
の
対
策
と
し
て
、
老
朽

化
し
た
橋
梁
の
継
続
的
な
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
と
と
も
に
、
津
波
避
難
救

命
艇
を
配
備
し
て
津
波
避
難
空
白

地
域
を
解
消
し
ま
す
。
ま
た
、
防

災
士
等
育
成
補
助
金
を
創
設
し
、

自
主
防
災
組
織
な
ど
を
担
う
人
材

育
成
に
も
注
力
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
無
線
不
感
地

帯
の
解
消
の
た
め
に
無
線
中
継
局

の
設
置
、
災
害
時
の
電
力
確
保
と

災
害
拠
点
施
設
の
機
能
強
化
の
た

め
に
消
防
庁
舎
に
太
陽
光
発
電
設

備
を
設
置
い
た
し
ま
す
。

「
デ
ジ
タ
ル
化
」に
向
け
た

環
境
整
備
の
推
進

　
新
た
に
デ
ジ
タ
ル
推
進
室
を
設

置
し
、
情
報
政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

か
ら
支
援
を
得
な
が
ら
、
行
政
の

デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
た
環
境
整
備

に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
ず
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進

を
図
る
と
と
も
に
、
各
種
証
明

書
の
発
行
に
か
か
る
手
数
料
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
導
入
い

た
し
ま
す
。
小
中
学
生
に
配
備
さ

れ
た
「
一
人
１
台
パ
ソ
コ
ン
」
を

効
果
的
に
活
用
す
る
た
め
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
支
援
員
の
配
置
を
拡
充
し
、
児

童
生
徒
や
教
職
員
へ
の
支
援
を
充

実
さ
せ
ま
す
。

　
子
ど
も
と
そ
の
家
庭
、
妊
産
婦

の
福
祉
充
実
の
た
め
、
総
合
的
な

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
機
能
を
担
う

「
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
」

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
複
雑
・

多
様
化
す
る
相
談
対
応
や
支
援
を

行
う
た
め「
児
童
相
談
シ
ス
テ
ム
」

も
導
入
い
た
し
ま
す
。

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た	

「
し
な
や
か
な
人
」づ
く
り

　　

郷
土
に
愛
着
と
誇
り
を
持
ち
、

思
い
や
り
の
心
を
持
っ
て
周
囲
と

協
力
す
る
こ
と
が
で
き
る
子
ど
も

の
育
成
や
、
対
話
に
よ
っ
て
主
体

的
に
未
来
を
切
り
拓
い
て
い
く
市

民
が
育
つ
こ
と
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。そ
の
た
め
、青
少
年
リ
ー

ダ
ー
育
成
事
業
「
御
前
崎
ク
エ
ス

ト
」
な
ど
、
地
域
資
源
を
生
か
し

た
学
び
の
場
を
作
り
ま
す
。
ま
た
、

子
ど
も
た
ち
の
生
活
習
慣
の
安
定

を
図
る
た
め
、
ス
ク
ラ
ム
ス
ク
ー

ル
運
営
協
議
会
の
活
動
を
強
化

し
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
を
支
援
す
る
環
境
整
備
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
大
人
の
学
び
の
場
と
し
て
、「
学

び
の
航
海
図
」
に
よ
り
市
民
の
主

体
的
な
学
び
を
支
援
し
て
い
き
ま

す
。
地
区
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し

た
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
新
た

な
活
動
の
創
出
な
ど
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進
も
強
化

し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
希
望
」を
持
ち
健
康
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　　
市
民
の「
食
」
に
対
す
る
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
、
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
健
康
的
な
食
生
活
へ
の
改

善
な
ど
を
提
案
す
る
た
め
、
本
市

の
食
材
を
使
用
し
た
「
食
の
レ
シ

ピ
コ
ン
テ
ス
ト
」を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
健
康
づ
く
り
の
拠
点
と
な

る
市
民
プ
ー
ル
な
ど
の
体
育
施
設

を
改
修
し
、
運
動
が
で
き
る
場
の

提
供
と
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
注
力
し

ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
円
滑
に
実
施
す
る
た

め
、
庁
舎
内
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
対
策
室
」を
設
置
し
、

国
や
県
か
ら
の
情
報
を
迅
速
に
収

集
し
、
的
確
に
事
業
を
遂
行
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
各

地
区
協
議
体
や
運
動
指
導
士
、
高

齢
者
サ
ロ
ン
を
主
宰
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
い
た

だ
き
な
が
ら
、
自
立
支
援
の
た
め

の
効
果
的
な
介
護
予
防
を
引
き
続

き
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
資
源
の
活
用
に
よ
る「
魅
力
」	

の
発
信
、「
に
ぎ
わ
い
」の
創
出

　
昨
年
延
期
と
な
っ
た「
灯
台
ワ
ー

ル
ド
サ
ミ
ッ
ト
」
を
11
月
に
開
催

し
、
灯
台
の
歴
史
や
文
化
を
市
内

外
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
、

観
光
物
産
会
館
と
な
ぶ
ら
市
場
を

一
体
と
し
た
観
光
拠
点
に
す
る
た

め
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を
実
施

し
、
観
光
交
流
客
数
の
増
加
を
図

り
ま
す
。

　
今
年
、
御
前
崎
港
は
開
港
50
周

年
を
迎
え
ま
す
。
港
の
あ
る
ま
ち

が
育
ん
だ
歴
史
や
文
化
を
伝
承
す

る
と
と
も
に
、
地
域
の
活
力
と
世

界
に
つ
な
が
る
「
物
流
・
人
流
」

の
賑
わ
い
の
実
現
に
向
け
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
こ
と
で
御

前
崎
港
の
魅
力
向
上
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
昨
年
度
、
新
た
に
６
産
品
を
認

総力を挙げてつくっていく
夢と希望があふれるまちを
子どもたちの

定
し
、
計
11
産
品
と
な
っ
た
御
前

崎
ブ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
観
光

事
業
と
連
携
し
な
が
ら
市
内
外
で

の
認
知
度
向
上
を
図
る
と
と
も
に

販
路
・
消
費
拡
大
や
地
産
地
消
の

推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
若
者
の
働
く
場
と
企
業
の
雇
用

確
保
を
支
援
す
る
た
め
、「
リ
タ
ー

ン
就
職
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
制

度
」を
昨
年
度
に
創
設
し
ま
し
た
。

今
後
も
学
生
へ
の
支
援
や
雇
用
の

安
定
、
定
住
を
促
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
つ

い
て
は
、
今
後
も
病
気
の
予
防
や

早
期
発
見
に
つ
な
が
る
特
定
健

診
、
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
の
保
健
事

業
の
推
進
を
図
り
、
被
保
険
者
の

皆
さ
ま
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け

ら
れ
る
制
度
と
な
る
よ
う
、
適
切

な
運
営
に
努
め
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
か
ら
「
第
８
期
介

護
保
険
事
業
計
画
・
第
９
次
高
齢

者
福
祉
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者

と
な
る
令
和
７
年
を
見
据
え
、
超

高
齢
社
会
に
対
応
で
き
る
「
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
深
化
と

推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
期
待

に
お
応
え
す
る
た
め
、
市
政
運
営

に
全
力
を
傾
注
す
る
所
存
で
す
。
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一
般
会
計
予
算
は
前
年
度
と
比
較

し
て
35
億
6
千
万
円
減
額
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
建
設
が
最
終
年
度

と
な
る
浜
岡
中
学
校
や
新
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
か
か
る
経
費
が

減
額
と
な
っ
た
こ
と
が
主
要
因
で
す
。

歳
入
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
市
税
の
減
収
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
非
常
に
厳
し
い
予
算
編
成

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
既
存

事
業
の
経
費
削
減
や
大
型
事
業
に
対

す
る
市
債
の
発
行
、
基
金
の
取
り
崩

し
に
よ
っ
て
財
源
を
措
置
し
事
業
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。
市
税
や
使
用

料
な
ど
の
自
主
財
源
は
約
６
割
を
占

め
て
お
り
、
県
内
市
町
の
平
均
と
同

等
に
推
移
し
て
い
ま
す
。

予算
１
５
４
億
１
千
万
円
で

ま
ち
づ
く
り

　
市
は
、
皆
さ
ん
が
よ
り
良
い
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
教
育
や
福
祉
、
土
木
な
ど
の
多
分

野
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
費
用
は
「
一
般
会
計
」
か
ら
支
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
は
ど
ん
な
予
算
構
成
と
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

解

用
語

説

【
歳
入
】

▼
自
主
財
源
…
市
税
、
分
担
金
お
よ
び

負
担
金
、
使
用
料
、
手
数
料
な
ど
自

主
的
に
収
入
す
る
財
源

▼
依
存
財
源
…
地
方
交
付
税
、
国
庫
支

出
金
、
県
支
出
金
、
地
方
譲
与
税
、

市
債
な
ど
自
主
財
源
以
外
の
財
源

▼
市
税
…
納
め
ら
れ
る
税
金

▼
分
担
金
・
負
担
金
…
特
定
事
業
の
受

益
者
に
負
担
し
て
も
ら
う
お
金

▼
使
用
料
・
手
数
料
…
施
設
使
用
料
な
ど

▼
繰
入
金
…
各
種
基
金
の
取
り
崩
し
や

他
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
る
お
金

▼
地
方
譲
与
税
…
市
道
の
面
積
な
ど
に

　
応
じ
て
国
か
ら
譲
与
さ
れ
る
お
金

▼
地
方
交
付
税
…
地
方
公
共
団
体
が
一

定
水
準
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
よ
う
に
国
が
地
方
公
共
団
体
の

一
般
財
源
と
し
て
配
分
す
る
お
金

▼
国
庫
・
県
支
出
金
…
特
定
の
目
的
の

た
め
に
、
国
や
県
か
ら
支
給
さ
れ
る

お
金

▼
市
債
…
国
や
銀
行
な
ど
か
ら
の
借
入
金

▼�

基
金
…
あ
る
目
的
の
た
め
の
積
立
金
、

ま
た
は
準
備
し
て
お
く
資
金

【
歳
出
】

▼
人
件
費
…
報
酬
や
給
与
な
ど

▼
扶
助
費
…
高
齢
者
、
児
童
や
心
身
障

害
者
な
ど
に
対
す
る
援
助
金

▼
公
債
費
…
借
入
金
の
返
済
金

▼
物
件
費
…
事
業
や
管
理
の
委
託
料
、

備
品
購
入
な
ど
の
経
費

▼
維
持
補
修
費
…
道
路
や
公
共
施
設
の

修
繕
に
必
要
な
経
費

▼
補
助
費
等
…
団
体
な
ど
に
対
し
て
行

政
上
の
目
的
で
支
払
う
経
費
。
補
助

金
、
負
担
金
、
交
付
金
な
ど

▼
出
資
金
・
貸
与
金
…
関
係
す
る
各
種

団
体
へ
の
出
資
、
奨
学
生
な
ど
へ
の

貸
し
付
け

▼
繰
出
金
…
一
般
、
特
別
会
計
、
基
金

と
の
間
で
相
互
に
資
金
運
用
す
る
た

め
の
経
費

▼
積
立
金
…
財
源
変
動
に
備
え
て
積
み

立
て
る
経
費

▼
普
通
建
設
費
…
道
路
や
公
共
施
設

の
新
増
設
に
必
要
と
す
る
経
費
な
ど

▼
予
備
費
…
予
期
し
な
か
っ
た
支
出
に

対
応
す
る
た
め
の
資
金

▼
議
会
費
…
議
会
の
運
営
費

▼
総
務
費
…
市
政
全
体
の
管
理
費

▼
民
生
費
…
高
齢
者
・
障
害
者
・
児
童

福
祉
や
保
育
所
な
ど
に
使
わ
れ
る
お
金

▼
衛
生
費
…
各
種
検
診
や
予
防
接
種
、

ゴ
ミ
処
理
費
な
ど

▼
農
林
水
産
業
費
…
農
林
水
産
業
の
振
興

や
農
道
な
ど
の
整
備
費

▼
商
工
費
…
商
工
業
の
振
興
や
観
光
事
業

▼
土
木
費
…
道
路
や
公
園
の
整
備
、
維

持
管
理
費

▼
消
防
費
…
消
防
・
水
防
・
災
害
対
策
費

▼
教
育
費
…
幼
稚
園
や
小
中
学
校
の
教

育
費
な
ど

一
般
会
計
当
初
予
算
前
年
度
比

35
億
６
千
万
円
の
減

歳
出
は
性
質
別
歳
出
グ
ラ

フ
を
見
る
と
、
補
助
費

等
や
物
件
費
の
歳
出
に
占
め
る
割
合

が
大
き
く
、
全
体
の
44
㌫
を
占
め
て

い
ま
す
。
補
助
費
等
の
内
訳
は
、
病

院
事
業
や
上
下
水
道
事
業
と
い
っ
た

公
営
企
業
へ
の
支
出
が
多
く
を
占
め

て
い
ま
す
。
物
件
費
の
内
訳
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
や
自
主

運
行
バ
ス
、
市
民
プ
ー
ル
な
ど
の
体

育
施
設
の
運
営
管
理
に
か
か
る
経
費

が
主
な
構
成
と
な
り
ま
す
。

目
的
別
歳
出
グ
ラ
フ
を
見

る
と
民
生
費
が
全
体

の
２
割
余
を
占
め
て
い
ま
す
。
民
生

費
の
内
訳
は
、
児
童
福
祉
に
か
か
る

扶
助
費
や
介
護
保
険
特
別
会
計
へ
の

支
出
、
民
間
保
育
園
の
運
営
費
な
ど

が
主
な
構
成
と
な
り
ま
す
。
民
生
費

に
含
ま
れ
る
社
会
福
祉
費
と
児
童
福

祉
費
が
占
め
る
割
合
は
大
き
く
な
っ

て
い
ま
す
。

How to use of　budget 2021
予算の内訳

特別会計別当初予算総括表　　　　　　　　　　　　　　　　　※単位は万円
会計区分 本年度予算額 前年度予算額 増減率

特
別
会
計

国民健康保険 392,700 407,900 △ 3.7％
後期高齢者医療保険 35,090 34,600 1.4％
介護保険 274,907 273,724 0.4％
財産区計 8,046 8,500 △ 5.3％

企
業
会
計

病院事業 672,899 658,104 2.2％
水道事業 135,586 123,909 9.4％
下水道事業 170,211 179,958 △ 5.4％
工業団地建設事業 6,806 2,166 214.2％

総額 1,696,245 1,688,861 0.4％

歳出 目的別歳出グラフ

自主財源　89 億 682 万円
依存財源　65 億 318 万円

歳出 性質別歳出グラフ

※表示単位未満を四捨五入しているため、合計が一致しない場合や
　割合の合計が 100％にならない場合があります。予備費�3,000 万円（0.2％）

教育費�26 億 9,348 万円（17.5％）

消防費�10億 9,779万円（7.1％）

議会費�1 億 3,477 万円（0.9％）

総務費�21 億 4,184 万円（13.9％）

民生費33億4,647万円（21.7％）

衛生費�28 億 9,215 万円（18.8％）

労働費�1,563 万円（0.1％）

農林水産業費�6 億 5,031 万円（4.2％）

商工費�3 億 9,648 万円（2.6％）

土木費�16 億 7,466 万円（10.9％）

災害復旧費�2 万円（0.0％）

公債費�3 億 3,639 万円（2.2％）

154 億
1,000 万円

歳入 市税
70億7,276万円
（45.9％）

分担金・負担金
7,223万円
（0.5％）

市債
10億1,900万円
（6.6％）

県支出金
10億2,415万円
（6.6％）

国庫支出金
29億6,633万円
（19.2％）

地方交付税
3億1,800万円
（2.1％）

譲与・交付金
11億7,570万円
（7.6％） その他

6億5,848万円
（4.3％） 繰入金

9億4,314万円
（6.1％） 使用料・手数料

１億6,021万円
（1.0％）

154億
1,000万円

歳出

人件費
32億 3,992万円
（21.0％）

扶助費
21億 80万円
（13.6％）

公債費
3億 3,639 万円
（2.2％）

物件費
32億 4,817万円
（21.1％）

維持補修費
1億 50万円
（0.7％）

補助費等
35億 5,397 万円
（23.1％）

繰出金
６億 4,154 万円
（4.2％）

普通建設事業費
20億 6,074 万円
（13.4％）

積立金
1,830 万円
（0.1％）

出資金・貸付金
7,966 万円
（0.5％）

予備費
3,000 万円
（0.2％）

災害復旧費
2万円
（0.0％）
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②「デジタル化」に向けた環境整備の推進 
　社会全体のデジタル化による「新たな日常」に向け、充実したIT環境を整備します。

◆デジタル化に向けた体制の強化
・�行政のデジタル化に対応するため、情報政策アドバイザーを設置し、ICTを活用した人材育成や行政業務
の効率化を図る体制を強化します。
・�GIGAスクール構想により小中学校に整備されたパソコンなどの情報機器を効果的に活用するため、ICT支
援員の派遣拡充や教職員の研修などを実施します。

◆IT技術を活用した業務改善の促進
・�子ども家庭総合支援拠点の運用にシステムを導入し、関係機関との連携をスムーズにすることで子どもや
妊産婦への福祉を充実します。
・�新しい伝送サービスの利活用や公共施設のWi-Fiエリアを拡張し、業務効率化とペーパーレス化を目指し
ます。

本年度の主な事業を紹介します

④『希望』を持ち健康で安心して暮らせるまちづくり
　人生100年時代に向け、子どもから高齢者まで健康で豊かな市民生活を営むことができるよう、まちづく
りをします。

◆健康のきっかけづくりの推進
・�食のまちづくりとして、「食の健康レシピコンテスト」などの事業を行
い、健康な心と体を育むための貴重な要素である「食」を通じて、健康
の維持増進や食育の推進を目指します。
・�健康マイレージ事業や市民プールなどの体育施設の改修を通じて、市
民の健康への意識向上を図ることや快適な運動ができる場所の提供を
します。

◆誰もが健康な市民生活の実現
・�地域医療構想を踏まえ、地域医療の要となる総合病院の役割の明確化
や経営の効率化などを考慮した計画を策定し、市民の生活を支える医療を提供します。
・小学生を対象に「フッ化物洗口」を実施し、幼少期から虫歯予防に対する意識を根付かせます。
・�新型コロナワクチンの接種を円滑に実施するため、環境を整備して感染症の蔓延を防止します。

　激甚化・頻発化する水災害や大規模地震災害に備え、誰もが安心できる災害に強いまちづくりをします。

◆災害に強いインフラの整備
　大規模災害化しないよう、予防のために市道や排水路の整備・改良事業を実施します。
◆防災力の脆弱性の高い地域の解消
・�災害時に安全な活動ができるよう無線中継局を設置し、無線不感地帯を解消します。
・�津波災害からすべての人を守るため、津波避難艇を設置して津波避難空白地域を解消します。

①自然災害に強い「安心」あるまちづくり 

　郷土に誇りと愛着を持ち、思いやりの心を持って周囲と協力できる子どもや、集い・対話によって主体的
に未来を切り開いていく市民を育成します。

◆子どもたちと地域とのつながりの強化
・�小中学生を対象に、地域資源を生かした体験活動を実施してい
る青少年リーダー育成事業「御前崎クエスト」のプログラムを
拡充します。
・�子どもたちの生活習慣を安定させるために市を挙げて取り組ん
でいるスクラムスクール運営協議会。同会の活動に学校単位で
の活動を取り入れることで園・学校・家庭・地域・行政の連携
を深め、子どもたちが健やかに成長できる環境を作ります。
・�高等学佼の教育に地域の自然を生かしたマリンスポーツを取り
込むことで、学校と地域のつながりを強化します。

◆大人の「学びの場」の強化
・�ライフステージごとの目指す姿と、市内の学びの場を示した「学びの航海図」を作成します。市民一人一
人が豊かな人生を思い描き、それを具現化するため、世代にあった学習ができる環境を作ります。

③つながりを大切にした「しなやかな人」づくり

⑤地域資源の活用による『魅力』の発信、『にぎわい』の創出
　御前崎市の魅力ある自然や歴史、文化など、地域資源を生かした観光・スポーツ事業を実施することで、
「住みたいまち御前崎」を全国に発信します。

◆港周辺の活性化
・�「灯台ワールドサミット」や「ゆるキャン△モデル地スタンプラリー」を実施することで新たな観光客を
呼び込み、市の魅力を発信します。
・�御前崎港周辺の観光資源を一体的に繋ぎ合わせるため、観光物産会館の情報発信機能を強化して観光交流
人口の増加を目指します。
・�2050年の脱炭素社会に向けて、重要分野である水素製造・海上輸送拠点化の事業採算性を調査し、御前
崎港への新たな産業立地を目指します。
・�開港50周年御前崎港記念式典の開催に加え、大型客船の誘
致、親子釣り教室やアウトドアフェアなどのイベントを実
施し、御前崎港の物流・人流の利活用促進、海洋への関心
やみなとまちづくりによる地域の魅力を高めます。

◆関係人口の拡大
・�継続的な観光振興を担う組織づくりを目指し、これまでの誘
客戦略に「経営」という視点を加えます。
・�市内企業と就活生をマッチングする「ポータル情報サイ
ト」の設置や市内での就職を希望する学生を支援する「御
前崎市リターン就職応援プロジェクト制度」を設け、雇用
の安定や定住を促進します。
・�特産品認定ブランドの対象品目を拡充させることや、ふる
さと納税事業を拡大させることで、地域の活性化につなげ
ます。

主要事業令和3年度
Business
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職員人事配置beginning�budget

2021

総
務
部

部
長

鈴
木
雅
美

総
務
課

課
長

髙
塚
高
寿

課
長
補
佐
兼
係
長

松
下
伊
佐
央

係
長

髙
井
進
吾

係
長

山
﨑　
良

企
画
政
策
課

課
長

清
水
正
明

課
長
補
佐

松
井
厚
樹

係
長

佐
藤
淳
哉

協
働
推
進
室

室
長

大
須
賀
亘

係
長

赤
堀
香
世

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
課

課
長

齊
藤　
誠

課
長
補
佐
兼
係
長

石
川
勝
俊

係
長

鴨
川　
智

財
政
課

課
長

渥
美
秀
和

課
長
補
佐

水
島
俊
文

係
長

高
木
義
丈

係
長

中
野
純
子

係
長

澤
入
正
和

デ
ジ
タ
ル
推
進
室

室
長

松
下　
誠

係
長

曽
根
美
里

係
長

大
瀧
秀
一

税
務
課

課
長

水
野
正
章

課
長
補
佐

山
本
明
人

係
長

増
田
泰
司

係
長

栗
山
俊
和

収
納
推
進
室

室
長

増
田
干
城

係
長

中
嶋
千
晴

危
機
管
理
部

危
機
管
理
監

山
本
正
典

危
機
管
理
課

課
長

澤
入
厚
志

課
長
補
佐
兼
係
長

奥
柿
敏
之

係
長

小
野
絢
也

係
長

水
野
功
太
郎

係
長
（
再
任
用
）
松
下
貴
幸

市
民
生
活
部

部
長

大
澤
和
也

市
民
課

課
長
兼
支
所
長

鈴
木
優
子

課
長
補
佐

杉
山
め
ぐ
み

係
長

松
下
育
子

係
長

長
尾　
英

係
長

栗
林
義
樹

御
前
崎
支
所

係
長

高
塚
俊
人

環
境
課

課
長

山
口
敏
徳

課
長
補
佐
兼
係
長

阿
形
元
輝

係
長

松
本
亜
泉

上
下
水
道
課

課
長

河
原
﨑
聡
信

課
長
補
佐

松
下
祐
司

係
長

鈴
木
紀
子

係
長

原
口
大
吾

係
長

石
川
由
樹

健
康
福
祉
部

部
長

齊
藤
芳
樹

福
祉
課

課
長

丸
尾
茂
広

課
長
補
佐
兼
係
長

市
川
幸
治

課
長
補
佐（
派
遣
）
松
下
輝
彦

係
長

植
田
雅
人

係
長

山
下
昌
秀

こ
ど
も
未
来
課

課
長

鈴
木
則
子

課
長
補
佐
兼
係
長

半
田
友
美

係
長

長
尾
裕
年

係
長

池
田
宏
子

係
長

増
田
千
晴

高
齢
者
支
援
課

課
長

五
島
正
広

課
長
補
佐
兼
係
長

沖　
和
彦

係
長

山
本
裕
美
子

係
長

名
取
加
奈
子

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

係
長

堀
田
篤
子

健
康
づ
く
り
課

課
長

小
田
隆
弘

課
長
補
佐
兼
係
長

鈴
木
志
麻
子

係
長

上
田
絵
美

係
長
（
再
任
用
）
澤
部
三
千
代

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策
室

室
長

松
島
利
充

係
長
（
再
任
用
）
長
尾
智
生

建
設
経
済
部

部
長

山
崎
雅
樹

専
門
監

外
山
裕
司

建
設
課

課
長

本
杉　
英

課
長
補
佐

沖　
和
久

係
長

戸
塚
真
二

係
長

中
嶋
一
裕

都
市
政
策
課

課
長

阿
形
正
巳

課
長
補
佐
兼
係
長

草
野　
孝

係
長

丸
尾
貴
信

管
理
課

課
長

榑
林
浩
史

課
長
補
佐
兼
係
長

矢
坂
洋
昌

係
長

山
本
真
由
子

農
林
水
産
課

課
長

沖　
寿
弘

課
長
補
佐

鈴
木
和
明

係
長

中
田　
匠

係
長

栗
山
伸
也

係
長

小
田　
諒

商
工
観
光
課

課
長

榑
林
昭
彦

課
長
補
佐

河
原
﨑 

充

係
長

内
藤
真
吾

係
長

片
渕
孝
通

企
業
港
湾
室

室
長

齋
藤
順
也

係
長

村
松
祥
吾

部
に
所
属
し
な
い
部
署

会
計
課

会
計
管
理
者

松
下
美
明

検
査
監

水
野
弘
之

係
長

田
島
利
奈
子

議
会
事
務
局

事
務
局
長

鈴
木
弘
康

課
長
補
佐

池
田　
覚

監
査
委
員
事
務
局

事
務
局
長

岡
村
恒
久

課
長
補
佐
兼
係
長

窪
野
由
利
子

課
長
補
佐

笠
原
洋
子

係
長

澤
入
朋
美

社
会
教
育
課

課
長

小
野
田
明
人

課
長
補
佐

小
川　
剛

係
長

増
田
真
理
子

係
長

村
本　
薫

係
長

長
島
久
人

学
校
給
食
共
同
調
理
場

所
長

植
田
佳
浩

市
立
図
書
館

館
長

西
郷
成
美

係
長

服
部
祐
三
子

市
立
御
前
崎
総
合
病
院

部
長

村
松
光
浩

病
院
事
務
部
専
門
監

増
山
道
典

管
理
課

課
長

原
崎
浩
之

課
長
補
佐

月
永
真
樹

係
長

堀
江
淳
一

係
長

桑
原
和
馬

係
長

高
木
美
幸

医
事
企
画
課

課
長

阿
形　
明

課
長
補
佐

岡
村　
亮

係
長

小
栗
裕
美
子

係
長

森
山
尚
美

地
域
連
携
室

室
長
兼
係
長

水
野
綾
子

医
療
福
祉
相
談
室

室
長
兼
係
長

淺
井
い
く
み

健
診
セ
ン
タ
ー
科

係
長

宮
川
由
美
子

家
庭
医
療
セ
ン
タ
ー
科

係
長

奥
柿
勇
人

介
護
事
業
課

課
長

匂
坂
克
善

係
長
（
再
任
用
）
水
野
直
寿

消
防
署

消
防
次
長
兼
消
防
署
長

山
﨑　
健

副
署
長

酒
井
憲
吾

警
防
第
一
部

副
署
長
兼
係
長

鈴
木
千
明

係
長

藤
原
達
規

警
防
第
二
部

主
幹
兼
係
長

小
野
田
博
行

主
幹
兼
係
長

吉
村
真
樹

警
防
第
三
部

主
幹
兼
係
長

伊
藤
浩
史

係
長

増
田
哲
也

白
羽
出
張
所

出
張
所
長

下
村
拓
馬

主
幹
兼
係
長

川
原
﨑
幸
司

係
長

揚
張
裕
允

係
長

川
口
卓
也

副
園
長

河
原
﨑
奈
津
美

係
長

池
田
那
穂
子

係
長

堀
内
花
代

消
防
本
部

消
防
長

早
田
和
弘

消
防
総
務
課

課
長

長
尾
季
之

課
長
補
佐
兼
係
長

松
下
周
二

係
長

山
本
和
彦

係
長

深
間
祐
樹

予
防
課

課
長

森
山　
剛

課
長
補
佐
兼
係
長

伊
藤
隆
広

主
幹
兼
係
長

櫻
井
康
宏

幼
稚
園
・
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園

池
新
田
幼
稚
園

園
長

植
田
明
美

副
園
長

横
田
留
美
子

高
松
幼
稚
園

園
長

栗
山
久
子

白
羽
幼
稚
園

園
長

森
田
智
美

白
羽
保
育
園

園
長

山
下
美
幸

副
園
長

徳
本
美
里

さ
く
ら
こ
ど
も
園

園
長

河
原
﨑
睦
美

副
園
長

髙
塚
尚
子

係
長

小
杉
山
さ
や
か

係
長

伊
藤
麻
里
子

北
こ
ど
も
園

園
長

德
原
久
美
子

御
前
崎
こ
ど
も
園

園
長

富
田
美
佐
子

教
育
委
員
会

部
長

長
尾
詔
司

教
育
総
務
課

課
長

髙
田
和
幸

課
長
補
佐

栗
林
正
和

係
長

川
村
美
穂

係
長

坂
本
浩
長

学
校
教
育
課

課
長

鈴
木
秀
和

総
務
課

総
務
課

高
齢
者
支
援
課

高
齢
者
支
援
課

福
祉
課

福
祉
課

市
民
課

市
民
課

税
務
課

税
務
課

御
前
崎
こ
ど
も
園

御
前
崎
こ
ど
も
園

さ
く
ら
こ
ど
も
園

さ
く
ら
こ
ど
も
園

農
林
水
産
課

農
林
水
産
課

白
羽
幼
稚
園

白
羽
幼
稚
園

池
新
田
幼
稚
園

池
新
田
幼
稚
園

社
会
教
育
課

社
会
教
育
課

会
計
課

会
計
課

都
市
政
策
課

都
市
政
策
課

新
規
採
用
職
員

Ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｅ
Ｓ

原口 瑞希原口 瑞希永田 真之永田 真之伊藤 武文伊藤 武文

栗田 紋佳栗田 紋佳 鈴木 志穂鈴木 志穂 清水 皓太清水 皓太 大石　凜大石　凜 赤堀 広河赤堀 広河 増田 愛弓増田 愛弓

小野田彩花小野田彩花清水 隆哉清水 隆哉藪田 靖士藪田 靖士山田　周山田　周 大谷 優里大谷 優里

上野 竜德上野 竜德廣畑 雄大廣畑 雄大

原田 航聖原田 航聖

消
防
士（
初
任
科
入
校
）

消
防
士（
初
任
科
入
校
）

消
防
士（
初
任
科
入
校
）

消
防
士（
初
任
科
入
校
）

消
防
士（
初
任
科
入
校
）

消
防
士（
初
任
科
入
校
）

消
防
士（
初
任
科
入
校
）

消
防
士（
初
任
科
入
校
）

9 OMAEZAKI OMAEZAKI 8



令和３年度国民健康保険税改正のお知らせ

　国民健康保険は、病気やけがをしたときに安心して医療を受けられるよう、加入者が保険税を負担し合い、お互いに
支え合う制度です。
　御前崎市の国民健康保険は、高齢化社会への移行や医療の高度化による医療費の増加などにより、運営が大変厳しい
状況となっています。そのため、令和３年度から３カ年をかけて段階的に国民健康保険税を改正していくことになりま
した。今回の改正により、安定した国保事業の運営の維持や税負担の公平性を保持するため、資産割と介護納付金分の
平等割が廃止されます。加入者の皆さまにはご理解とご協力をお願いします。

　国の税制改正により、国民健康保険税の医療給付費分および介護納付金分の課税限度額が引き上げられます。
限度額を超えた分は減額されます。

　令和３年度の後期高齢者医療保険料は、被保
険者全員が負担する「均等割」の軽減措置や旧た
だし書所得の算定が、次のとおり改正されます。（均
等割額および所得割率自体の改正はありません）

照会　市民課国保年金係　☎０５３７�１１７１

国民健康保険税が変わります
令和３年度から令和３年度から

課税限度額

区　分 現　行 改正後 増減

医療給付費分 61万円 63万円 ２万円

後期高齢者支援金分 19万円 19万円 －

介護納付金分 16万円 17万円 １万円

課税限度額合計 96万円 99万円 ３万円

　世帯主と国保被保険者、特定同一世帯所属者（※１）の前年総所得金額等の合計が下記金額以下の世帯については、
国民健康保険税の均等割と平等割が定められた割合で軽減されます。

※１　特定同一世帯所属者：国保から後期高齢者医療制度に移行した人
※２　給与所得者等：一定の給与所得者と公的年金等の支給を受ける人

均等割…国保被保険者数×均等割額　　　平等割…１世帯に対する金額

軽減措置改正
区分 現　行 改正後 改正箇所

７割 33万円 43万円＋10万円×
（※２給与所得者等の数－１）

・33万円 → 43万円
・ 10万円×（給与所得者
　 等の数－１）を追加

５割 33万円＋28.5万円×被保険者数
（特定同一世帯所属者を含む）

43万円＋28.5万円×被保険者数
（特定同一世帯所属者を含む）+
10万円×（給与所得者等の数－１）

２割 33万円＋52万円×被保険者数
（特定同一世帯所属者を含む）

43万円＋52万円×被保険者数
（特定同一世帯所属者を含む）+
10万円×（給与所得者等の数－１）

▼ 保険料均等割の軽減措置の特例が見
直されます

　�　均等割額は、所得が低い人の負担軽減を図
るため、世帯の所得の状況に応じて、法令に
より軽減措置（７割軽減、５割軽減及び２割軽
減）がとられています。なお、令和２年度まで
は特例的に軽減割合が上乗せされてきました
が、世代間の公平を図り、医療保険を将来に
わたり安心できる制度にする観点などから、
段階的に特例が見直され、本来の軽減割合に
戻ることになりました。

▼均等割額の軽減判定基準額が見直されます
　�　税制改正により見直される軽減判定基準（７割・５割・２割）については、国民健康保険税と同じ内容となります。

  軽減判定所得
　　　　基準額（※１）

年度

33万円以下（かつ、
被保険者全員の年金
収入が80万円以下
で、その他の所得が
ない場合）【※２】

33万円以下

令和２年度 ７割軽減
 【12,600円】

7.75割軽減
 【9,400円】

令和３年度 ７割軽減 
【12,600円】

※１ �軽減判定所得基準額は、世帯主および世帯の被保険者全員の前年中の総
所得金額などの合計です。

※２��【　】内の金額は、均等割額（令和２・３年度は42,100円）に対する軽
減後の保険料額です。

令和２年度
（現行）

令和３年度
令和４年度
（改正後）

令和５年度
（改正後）

医療給付費分

所得割 5.30％ 7.40％ 7.80％
資産割 16.00％ 廃止 －
均等割 24,000円 30,000円 34,000 円

平等割 23,000円 21,000円 21,200 円

後期高齢者
支援金分

所得割 1.50％ 2.20％ 2.50％

資産割 5.00％ 廃止 －
均等割 7,500円 9,500円 10,000 円

平等割 8,000円 6,000円 6,800 円

介護納付金分

所得割 1.40％ 2.00％ 2.20％

資産割 5.00％ 廃止 －
均等割 9,000円 15,000円 16,000円

平等割 6,000円 廃止 －

▼旧ただし書所得の算定方法が見直されます
　�　税制改正により、給与所得控除・公的年金等控除が10万円引き下げられるとともに、基礎控除が10万円引き
上げられました。後期高齢者医療制度においては、地方税法の規定を引用している部分があるため、所得割額の
算定に用いる「旧ただし書所得」の算出方法を見直します。

国民健康保険税の課税限度額を見直します
Ch eck

軽減対象世帯を拡大するため軽減判定所得基準額を見直します
Ch eck

静岡県後期高齢者医療保険料の軽減措置などが変わります
Ch eck

年間保険料の
計算方法

（令和３年度）
年間保険料

　均等割額　

42,100円

　所得割額　
前年の総所得金
額等 － 43万円　× 8.07％
 （旧ただし書所得）
［ ［＝ ＋
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INFORMATION 情報掲示板

照　会　商工観光課 企業港湾室　☎０５３７�１１６４

御前崎港は今年で開港50周年を迎えました

令和３年「経済センサスｰ活動調査」を実施します

照　会　企画政策課　☎０５３７�１１６１

　社会経済の発展を支える基礎資料として活用される「経済センサ
スｰ活動調査」を実施します。
　この調査は、令和３年６月１日を基準日として市内すべての事業
所と企業を対象に実施されます。
　調査票は、調査員証と腕章をつけた調査員が５月中旬から配布し
ます。
　調査への回答は、パソコンやスマートフォンなどによるインター
ネット回答、もしくは返信用封筒での郵送回答となります。
　ご理解ご協力をよろしくお願いします。

　御前崎港は、昭和46年に関税法に基づく国際貿易
港として開港の指定を受けてから、本年４月１日で
開港50周年を迎えました。御前崎港は、県中西部に
位置する重要港湾で、平成９年から完成自動車の輸
出、平成16年には初のコンテナ船が入港するなど発
展を遂げました。現在は主にコンテナ、完成自動車、
自動車部品、木材などが輸出入されています。また、
近年では物流だけではなく「帆船海王丸」や客船「ぱし
ふぃっくびいなす」の初寄港、「みなとオアシスおまえ

ざき」に登録、「釣り文化振興モデル港」に指定されるな
ど、人々が集う賑わいの場としても利活用されてい
ます。本年度、開港50周年を記念して帆船、作業船、
特殊船舶などの寄港・一般公開をはじめとするさまざ
まな記念事業を年間通して開催する予定です。詳細は
市ホームページ、市公式ＬＩＮＥなどを通じて随時お
知らせします。
　この機会にぜひとも御前崎港に足を運んでいただ
き、新たな発見をしてください。

▲御前崎港に寄港する帆船海王丸▲御前崎港に寄港する帆船海王丸

▲遠州灘から御前崎港を望む▲遠州灘から御前崎港を望む

▲御前崎港に寄港するコンテナ船と自動車専用船▲御前崎港に寄港するコンテナ船と自動車専用船

令和３年度令和３年度

御前崎市職員採用試験御前崎市職員採用試験
を実施しますを実施します

御前崎市　職員採用試験 検索※試験日程などの詳細は、 市ホームページをご覧ください。※試験日程などの詳細は、 市ホームページをご覧ください。

３
万
人
の

笑
顔
の
た
め
に

　御前崎港開港50周年記念事業として、２月
８日～28日まで「ロゴマーク市民投票」を実
施しました。本市や牧之原市をはじめ、県
内外から4,197票の投票をいただき、1，328
票獲得した左のロゴマークに決定しました。
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平日夜間、日曜・祝日の急患診療
▶小笠掛川急患診療所

☎0537�1299　掛川市杉谷南１丁目１-30

    受付時間 19:00～21：30（平日）
　　　　　  ９:00～16：30
 （日・祝・12/30～1/3）
※交通事故と労災の診察はお受けできません。

日曜・祝日の急患診療
▶ 榛○榛原医師会
　診療時間 9：00～17：00（日・祝）
　当番医はカレンダー内に記載

※日曜・祝日・夜間診療については、
ご連絡の上、受診してください。

休日歯科診療
▶小笠掛川急患診療所
☎0537�1299　掛川市杉谷南１丁目１-30

　受付時間 9：00～11：30（日曜・祝日）

おまえざき
くらしの
ダイアリー
●消費生活相談
9：00～17：00
月～金曜日〔祝日を除く〕
商工観光課

●母子手帳の交付　▶市役所西館
毎週火曜日　9：00～11：00
毎週木曜日　13：00～15：00
予約制　☎0537�6666まで
※他日時はご相談ください

●高齢者の介護・認知症に
　関する相談と問い合わせ
地域包括支援センターはまおか　☎0537�1167
地域包括支援センターおまえざき　☎0548�6857

31 2 330

仏滅

大安

赤口

友引

先負

大安	

赤口

先勝
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大安
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Sun Mon Tue Wed

榛○
中村医院耳鼻咽喉科歯科（耳）
牧之原市波津２丁目117
☎0548�0434

仏滅 大安	

友引	

先負

大安

赤口

先勝

先負

仏滅

赤口

先勝

友引
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Thu Fri Sat

固定資産税（第１期）� 5月31日
軽自動車税種別割（全期）�5月31日
佐倉・比木・朝比奈・新野・御前崎
白羽・港の上下水道料� 5月31日

今月の納期
（コンビニで納付できます）
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Useful Calendar
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29

ゴミ収集日 東町・本町 
早苗町 中町・大山 門屋

塩原・合戸 佐　倉 比木・新野 
朝比奈

上岬・下岬 
大山・西側

女岩・広沢 
新谷・薄原

中原・白羽 
白浜・新神子

可 燃 物 毎週月・木曜日 毎週火・金曜日
金 物 4 18 11 7 21 12 19 5
ガ ラ ス 11 4 18 14 7 19 5 12
ペ ッ ト ボ ト ル 18 11 4 21 14 5 12 19

ビニール・
プラスチック類

プラマーク
あ　 り 金曜日（第２を除く） 水曜日（第２を除く） 月曜日（第２を除く）
プラマーク
な 　し 14 14 14 12 12 10 10 10

陶 磁 器 25 25 25 28 28 26 26 26

榛○ 
酒井内科医院（内・消）
牧之原市地頭方1丁目153-2
☎0548�1100

ひきこもり・不登校相談
受付☎0548�5294/13:30～16:30

【予約可】浜岡福祉会館

1歳児健康相談（R2.4月生）
受付8:45～９:10/ 市役所西館３階

榛○
サガラ眼科（眼）
牧之原市大沢1-29　
☎0548�2222

榛○
石井内科皮膚科医院（内・小）
牧之原市静波248
☎0548�0013

榛○
廣瀬医院（内・呼・循・小）
牧之原市相良174-1
☎0548�0006

榛○
渥美医院（内・小・循・胃）
牧之原市波津１丁目41-1
☎0548�0583

榛○
渥美医院（内・小・循・胃）
牧之原市波津１丁目41-1
☎0548�0583

２歳児歯科検診（Ｈ31.4月生）
受付12:45～13:10/ 市役所西館３階

1歳6か月児健康診査（Ｒ1.10月生）
受付12:45～13:10/ 市役所西館３階

精神保健福祉総合相談【要予約】
☎0537�3263/13:30～15:30
西部健康福祉センター掛川支所

榛○
座光寺医院（内・小・消内）
御前崎市白羽5243-3
☎0548�3206

すみれ相談（自死遺族の相談）
【要予約】☎054（286）9245/13:00～16:00
静岡県精神保健福祉センター

弁護士相談
受付☎0537�8066/13:00～15:00
浜岡福祉会館
すみれ相談（自死遺族の相談）

【要予約】☎054（286）9245/13:00～16:00
西部健康福祉センター

弁護士司法書士心配ごと相談
受付☎0548�5294/13:00～15:00
ふれあい福祉センターなごみ

こころの健康相談日【要予約】
☎0537�1121/13:30～16:30 
市役所３階会議室
障がい等地域生活相談室【要予約】
☎0537�1121/9:00～16:00
研修センター２階

【要予約】HIV・梅毒・B・C 型肝炎・梅毒検査
☎0538�2253/9:30～11:00
中遠総合庁舎西館１階
６か月健康相談（R2.11月生）
受付８:45～９:10/ 市役所西館３階

3歳児健康診査（H30.4月生）
受付12:45～13:10/ 市役所西館３階

こどもの健康相談
受付９:00～10:00/ 市役所西館３階

障がい等地域生活相談室【要予約】
☎0537�1121/9:00～16:00
研修センター２階

【完全予約制】パパママセミナー
受付９:00～ / 市役所西館３階

【要予約】
HIV・梅毒・B・C 型肝炎
梅毒・HTLV-1検査
☎0538�2253/13:30～15:00
中遠総合庁舎西館１階
２か月児健康相談（Ｒ3.3月生）
受付8:45～９:10/ 市役所西館３階

※ 新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴い、中止・延期
となる可能性があります。

※発行日時点で実施が未決定のものは掲載していません。
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照　会　こども未来課母子保健係　☎０５３７�６６６６

品質の良さは折り紙付き「御前崎ブランド」

OMAEZAKI BRAND がん検診を申し込みましょう

●毎日の「生活リズム」を整えることが元気の秘訣
　新年度になりました。お子さんの入園や入学、
進学によりご家族の生活リズムも変わり、慌ただ
しい日々を過ごしていると思います。この時期は
生活の変化に加え、不安や緊張も重なり体調を崩
しやすい時期でもあります。毎日を元気に過ごす
コツの一つは「生活リズムを整える」ことです。

●意欲を育てる環境づくり
　基本的な生活の流れを決め、イベントなどの行
事があった日でも、起床・就寝・食事時間といっ
た生活習慣を乱さないように注意しましょう。休
日も平日と同じようなリズムで生活を送るとお子
さんの気持ちが安定しやすくなります。
　長時間のテレビ視聴やゲームをしてしまうお子
さんがいます。大人は、視聴可能時間などをお子
さんと約束し、その約束を守らせることを徹底し

ましょう。
　休日は、親子で体を動かして遊んだり、お子さ
んが興味のあることを一緒にしたりして、お子さ
んとコミュニケーションを図りましょう。

●家族みんなで「早寝・早起き・朝ご飯」
　人の体内時計は一日25時間で動いていますが、
朝の光を浴びることで24時間のサイクルに調整
しています。
　体内のリズムを整えることで、夜になれば眠気
を催すホルモンが分泌され、自然と眠くなるよう
になります。就寝時間が早くなれば間食が減り早
起きができるようになります。
　また、朝食を食べることで体温が上昇し、元気
に活動することができます。このリズムは大人も
同じです。家族で「早寝早起き朝ごはん」を心掛け
ていきましょう。

新生活を元気に過ごそう！

　あなたが受けるべきがん検診が分かります。対象年齢になったら積極的に
受診しましょう。（国が推奨している検診や市が助成している検診です）

照　会　健康づくり課　☎０５３７�１１２３

◆令和３年４月１日時点の年齢です。（肝炎のみ３月 31日時点）
◆持病がある人や受診中の人は、主治医に確認してからお申し込みください。

検診早見表 39歳

40歳以上

39歳

20～38歳
の偶数年齢

50歳以上

40～49歳

胃がん・肝炎ウイルス

胃がん・肺がん・大腸がん
肝炎ウイルス（未実施者のみ）
乳がん（偶数年齢のみ）

子宮頸（けい）がん（偶数年齢のみ）

乳がん・子宮頸（けい）がん

胃がん・肺がん・大腸がん・前立腺がん
肝炎ウイルス（未実施者のみ）

胃がん・肺がん・大腸がん
肝炎ウイルス（未実施者のみ）

男性

女性
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岡
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ま
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栁
澤
市
長
は
、
現
場
点
検
が
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月
19
日
を
も
っ
て
１
０
０
回
目
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迎
え
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と
か
ら
、
静
岡
県
に
対

し
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長
き
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わ
た
り
現
場
点
検
を

続
け
て
い
た
だ
き
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謝
し
ま
す
」と

敬
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を
表
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ま
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た
。

◆�

次
回
か
ら
、
原
子
力
や
放
射
線

の
こ
と
を
Ｑ
＆
Ａ
方
式
で
わ
か
り

や
す
く
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説
し
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ま
す
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対
策
工
事
の
点
検
を
振
り
返
っ
て

静
岡
県
お
よ
び
御
前
崎
市
に
よ
る

　乳用種の肉牛生産が盛んな静岡県では、昔か
ら一部の地域のみで和牛を生産していました。
その中でも御前崎市の旧浜岡地区では和牛肥育
が盛んでした。
　遠州夢咲牛は、平成９年度に岩手県で開催さ
れた第７回全国和牛能力共進会で最高位の内閣
総理大臣賞と農林水産大臣賞を本県で初めて同
時受賞するなど、県内の黒毛和牛の中で最も受
賞実績が多いブランド牛です。生産者は、給与
飼料の統一や牛舎への立ち入りを厳しく制限し
て伝染病の感染を防止するなど、徹底した飼育
管理により高品質な和牛の生産に努め、消費者
に安全安心な牛肉を提供しています。口に含む
と上質な脂の甘みが広がり、柔らかくコクと深
みを楽しむことができます。本市のご当地グル
メであるハヤシライスに使用されたり、学校給
食にも提供されたりしており、市内はもちろん
のこと、県内外からも好評を得ています。

認定者
JA 遠州夢咲肉牛委員会

御前崎支部

照　会　農林水産課　☎０５３７�１１２５

胃がん・肝炎ウイルス

▲�平成23年第1回点検の様子▲�平成23年第1回点検の様子
　（防波壁基礎部）　（防波壁基礎部）

▲�100回目の現場点検で講評す▲�100回目の現場点検で講評す
る栁澤市長る栁澤市長

（令和元年度認定）
遠州夢咲牛
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★

町内会役員名簿
町内会名 町内会長 副町内会長 総務委員 建設委員 保健委員 スポーツ委員 交通指導員

池
新
田

東 町 ○漢 人 隆 弥 酒 井 一 正 増 田 卓 夫 塩 澤 　 均 今 井 道 子 大 石 陽 一 西 原 寿 弘
本 町 宮 本 信 之 澤 入 逸 朗 髙 須 秀 幸 榑 林 伸 浩 山下小夜子 山 下 竜 太 狩 野 龍 一 井 上 勝 敏
早 苗 町 小 川 隆 彦 小野田　忠 田 中 重 幸 菅 沼 清 二 海野まゆみ 戸 塚 達 明 小野田� 忠 藤 田 政 夫
中 町 長 尾 　 豊 長 尾 　 享 栗 林 康 博 牧 野 広 樹 宮 本 愛 子 酒井竜太郎 牧 野 俊 春 貝 塚 好 行
大 山 阿 形 吉 通 相 羽 　 明 増 田 明 弘 松 林 義 男 松 下 清 美 伊 藤 健 一 加 納 一 義 藪 下 和 生

高
松

門 屋 中 山 清 夫 沖 　 辰 男 長 嶋 好 尚 長 嶋 初 男 長 嶋 幸 子 鈴 木 成 和 長 島 康 剛 増 田 光 男
塩 原 酒 井 好 徳 松 本 佳 和 内 野 育 男 酒 井 文 彦 揚 張 恭 子 酒 井 　 透 酒 井 慶 成 良知裕一郎
合 戸 ◎小 田 靖 弘 匂 坂 清 巳 杉 山 正 一 杉 田 典 雄 匂坂香代子 鈴 木 拓 弥 後 藤 貴 宏 杉 山 智 也

佐
倉

佐倉一区 ◇遠 藤 文 秋 寺 尾 清 隆 清 水 芳 廣 清 水 利 浩 秋野まり子　水 野 恵 造 塚 本 洋 資 清 水 彰 則
佐倉二区 鴨 川 和 弘 増 田 　 保 酒 井 政 秀 清 水 雄 二 河 合 令 子 小山田通也 河 合 繁 康 竹 本 健 人
佐倉三区 水 野 清 志 小 川 雅 康 清 水 利 和 池 谷 祐 二 山 本 晃 子 清 水 剛 士 清 水 正 治
桜 ケ 池 碇 石 敏 昭 増 田 正 久 有 海 健 一 神 戸 隆 久 中 野 一 美 小 川 　 剛 水 野 逸 郎

比
木

比 木 原 岡 村 好 巳 岡 本 文 雄 岡 本 文 雄 岡 村 博 文 植 田 栄 子 髙 畑 正 一 岡 村 勝 己
上 比 木 赤 堀 康 治 植 田 直 仁 植 田 直 仁 松 下 光 男 原田とみ子 植 田 好 己 萩 原 　 勝 増 田 康 司
下 比 木 ◇櫻 井 敏 裕 岡 本 　 昇 岡 本 　 昇 澤 瀬 　 博 松 本 陽 子 岡 村 　 誠 櫻 井 純 二

朝
比
奈

朝比奈原 河原﨑勝弘 河原﨑悦男 河原﨑聡信 村 松 　 浩 河原﨑恒美 河原﨑　茂 中 嶋 文 義
上朝比奈 水 野 富 雄 鈴 木 敏 元 曽 根 哲 郎 河原﨑佳広 鈴 木 鈴 枝 河原﨑　誠 水 野 真 一 河原崎正巳
下朝比奈 ◇鈴 木 祥 介 櫻 井 浩 志 増 田 仁 彦 渡嘉敷唯勝 赤堀真知子 鈴 木 正 祥 鈴 木 利 典

新
野

新 野 西 山 下 　 均 牧 野 俊 秋 小 野 幸 弘 榑 林 克 王 増田美恵子 沖 　 貴 正 坂 野 美 晴 匂 坂 　 正
新 野 東 ◇鈴 木 利 明 鈴 木 　 宏 近 藤 正 幸 戸 塚 裕 之 平 井 雅 子 佐 藤 剛 行 森 下 　 守
新 野 南 川 村 澄 雄 福 代 正 孝 村 松 正 勝 澤 入 義 穂 杉 浦 明 美 近 藤 博 昭 矢 壷 　 厚

御
前
崎

上 岬 区 松 井 義 典 松 林 伸 英 松 林 洋 樹 池 村 好 功 加 藤 恵 美 髙 塚 和 行 吉 村 一 康
下 岬 区 吉 村 一 弘 磐 本 正 幸 鈴 木 秀 樹 笠 原 政 利 吉 村 圭 子 松 林 　 純 松 下 直 美
大 山 区 伊 村 勝 美 澤入日出実 増 田 明 久 澤 入 忠 博 澤 入 明 野 塚 本 一 哉 森 田 厚 美 澤 入 辰 雄
西 側 区 大 澤 敏 郎 増 田 政 己 松 林 繁 巳 増田慎一郎 横山加奈江 大 澤 洋 文 川口與志雄 増 田 晶 弘
女 岩 区 ○松 林 篤 生 川 口 利 幸 岩 倉 逸 儀 川 口 省 式 藪 田 幸 乃 小野田博行 大 澤 俊 郎 増 田 記 之
広 沢 区 伊 藤 祐 一 松 山 昭 博 澤 部 敏 之 横 山 雅 彦 澤 入 裕 子 増 田 直 生 横 山 弘 行

白
羽

新 谷 区 髙 塚 裕 己 松 井 　 豊 塚 本 昌 利 松 井 敏 行 増 田 聖 子 松 下 典 之 増 田 　 進
堀 川 　 豊 川 口 和 一

薄 原 区 竹 中 道 彦 永 井 昌 弘 大 澤 明 彦 髙 塚 和 三 増田美奈子 増 田 　 剛 松 井 直 好 古 川 義 雄
中 原 区 鈴 木 孝 幸 増 田 　 健 出 野 浩 史 河原崎　真 増田富美子 増 田 哲 也 増 田 喜 則
白 羽 区 ◇植 田 　 繁 大 川 修 弘 飯 野 扇 子 塚 本 一 弘 植 田 雅 子 小野田伸也 土 屋 敏 彦 八 木 澄 夫
白 浜 区 山 本 俊 三 加 藤 正 登 齋 藤 和 寿 植 田 　 忍 齋藤久仁子 齋 藤 　 駿 髙 井 　 務
新神子区 齋 藤 雅 己 曽 根 孝 行 曽 根 　 昇 松 下 俊 彦 曽 根 直 巳 吉 田 　 祐 鈴 木 光 芳

※町内会長の◎印は連合会長、○印は連合副会長、◇印は地区総代

●役員の主な仕事内容
町 内 会 長：自治会の代表者 保 健 委 員：地域の健康づくり事業の推進
副 町 内 会 長：町内会長のサポート ス ポ ー ツ 委 員：スポーツの推進と振興
総 務 委 員：環境美化の推進 交 通 指 導 員：交通安全の推進と指導
建 設 委 員：土木全般のとりまとめ

令和３年度町内会役員一覧

齊齊さ

い

さ

い

藤藤と

う

と

う  

雅雅ま

さ

ま

さ

暢暢の

ぶ

の

ぶ  

く
ん
く
ん

「
し
ん
き
ん
カ
ッ
プ

春
の
県
セ
ン
バ
ツ
大
会
で
Ｖ
達
成

春
の
中
学
王
座
を
か
け
た
大
会

「
し
ん
き
ん
カ
ッ
プ
第
51
回
静
岡

県
中
学
選
抜
野
球
大
会
」
が
本
年

２
月
20
日
か
ら
３
月
７
日
、
島

田
・
浜
岡
・
焼
津
の
３
球
場
を
舞

台
に
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
開
催

さ
れ
た
。
県
内
の
強
豪
32
校
が
出

場
す
る
中
、
本
市
出
身
の
齊
藤
雅

暢
く
ん
が
在
籍
す
る
東
海
大
静
岡

翔
洋
中
学
校
野
球
部
が
見
事
優
勝

し
た
。

１
回
戦
目
の
対
戦
相
手
で
あ
る

富
士
宮
第
一
中
と
の
試
合
で
は
、

３
連
覇
を
目
指
す
翔
洋
中
が
最
終

回
ま
で
相
手
の
背
中
を
追
い
か
け

る
試
合
展
開
だ
っ
た
が
、
齊
藤
く

ん
が
放
っ
た
安
打
が
チ
ー
ム
を
サ

ヨ
ナ
ラ
勝
ち
へ
と
導
い
た
。
齊
藤

く
ん
は「
１
回
戦
で
負
け
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
と
、
初
球
か
ら
思

い
切
っ
て
振
り
ま
し
た
。
打
球
が

抜
け
た
と
き
は
ホ
ッ
と
し
ま
し
た

ね
」と
振
り
返
る
。

応
援
し
て
く
れ
る
両
親
に
感
謝

静
岡
市
清
水
区
に
あ
る
翔
洋
中

ま
で
毎
日
約
２
時
間
か
け
て
登
校

し
て
い
る
齊
藤
く
ん
。
朝
４
時
過

ぎ
に
は
起
床
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

し
て
い
る
と
い
う
か
ら
驚
き
だ
。

ラ
ン
ニ
ン
グ
を
し
た
り
、
気
温
が

高
い
日
は
自
宅
敷
地
内
に
あ
る
練

習
場
で
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
マ
シ
ー
ン

の
球
を
１
０
０
球
以
上
打
ち
込
ん

だ
り
し
て
い
る
と
い
う
。
齊
藤
く

ん
に
こ
れ
ほ
ど
ま
で
ス
ト
イ
ッ
ク

に
練
習
に
励
む
理
由
を
聞
く
と

「
野
球
が
大
好
き
だ
か
ら
で
す
。

練
習
を
積
み
重
ね
て
も
っ
と
も
っ

と
上
手
に
な
り
た
い
。
だ
か
ら
強

豪
校
と
し
て
名
高
い
翔
洋
中
に
も

進
学
し
ま
し
た
。そ
し
て
何
よ
り
、

自
分
が
思
い
切
り
野
球
に
打
ち
込

め
る
よ
う
応
援
し
て
く
れ
て
い
る

両
親
に
感
謝
し
て
い
る
か
ら
で

す
」と
強
く
、
迷
い
な
く
答
え
た
。

目
の
前
の
勝
利
を
積
み
重
ね
た
い

４
月
か
ら
最
上
級
生
と
な
る
齊

藤
く
ん
。
直
近
の
目
標
は
、
本
年

８
月
に
横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開
催

予
定
の『
中
学
生
の
甲
子
園
』と
い

わ
れ
る「
第
38
回
全
日
本
少
年
軟

式
野
球
大
会
」
で
優
勝
す
る
こ
と

だ
と
い
う
。「
し
ん
き
ん
カ
ッ
プ
で

は
、
チ
ー
ム
全
体
に
緊
張
や
慢
心

が
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
練
習
を
重
ね
、
自
分
を

磨
い
て
い
き
た
い
で
す
」
と
意
気

込
ん
だ
。

こ
れ
ほ
ど
ま
で
野
球
に
対
し
て

真
摯
に
、
そ
し
て
一
生
懸
命
取
り

組
む
齊
藤
く
ん
を
こ
れ
か
ら
も
応

援
し
て
い
き
た
い
。

第
51
回
静
岡
県
中
学
選
抜
野
球
大
会
」で
Ｖ

さいとう�まさのぶ（新神子区）さいとう�まさのぶ（新神子区）
東海大静岡翔洋中学校の３年生。ポジションはキャッチャー。東海大静岡翔洋中学校の３年生。ポジションはキャッチャー。
小学生の時は御前崎ブレーブスに所属。小学生の時は御前崎ブレーブスに所属。
翔洋中の県制覇は今年で３年連続となる。翔洋中の県制覇は今年で３年連続となる。
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まちかど探訪
-Event of omaezaki-

親子が初期消火で被害軽減

◀表彰を受けた山下さん家族

池新田にあるアパートの一室を全焼した火災で、素
早い通報と初期消火により被害拡大を食い止めたとし
て２月27日、消防本部は現場近くに住む山下慎

しん

太
た

郎
ろう

さんと大
そ ら

空さん、大
り く

陸さんの父子３人を消防協力者と
して表彰しました。
慎太郎さんは「消防団の経験が役立ち、冷静に対応
することができた」と振り返りました。

おいしい鮮魚を日本全国へ

◀水揚げされたばかりの生カツオ

近海生カツオが２月26日、御前崎港に初水揚げさ
れました。水揚げしたのは南駿河湾漁協に所属し、県
内で１隻しかない近海カツオ船「第十一福栄丸」。御前
崎から南へ約300㌔の漁場で、２月24日から25日にか
けて釣った、近海生カツオ３㌧とキハダマグロ５㌧を
運び入れました。粟本漁労長は「脂ものっていて美味
しいのでぜひ食してほしい」と話しました。

白羽小学校の図書委員会が、子ども読書活動推進の
一環として「本の紹介カードコンテスト」を開催しまし
た。この取り組みは、友だちに勧めたい本の紹介カー
ドを図書委員会が募集し、児童が投稿した作品の中か
ら選出するというもの。コンテスト入賞作品は３月
14日から26日の期間、図書館アスパルの１階児童コー
ナーに掲示されました。

児童がおすすめの本を紹介

◀本の紹介カード入賞作品

清川泰次芸術館で洋画展示

◀来場者は館内に展示された川口栄画伯の作品に見入っていました

清川泰次芸術館が今年度で25周年を迎えたことか
ら市教育委員会は、１月16日から３月14日にかけて本
市の名誉市民である川口栄画伯の作品24点、アリコ・
ルージュという川口画伯が立ち上げた絵画グループの
の作品14点を同芸術館に展示しました。
洋画展には多くの人が訪れ、重厚で力強い作品を見
学していました。

東日本大震災の記憶を懐古
被災地支援を続けている市民団体「NPO法人御前
崎災害支援ネットワーク」が３月10日、図書館アスパ
ルで写真展を開きました。会場には、東日本大震災の
被災状況や被災地でのボランティア活動の写真、約
500枚が展示され、写真展に訪れた曽根順子さんは「こ
の展示会は10年の歩みを形にしたもの。災害の記憶
を消してはいけないと感じた」と思いを語りました。
◀東日本大震災の被害の大きさが伝わる写真展

市特産物への理解を深める
市と県立掛川特別支援学校御前崎分校、道の駅「風
のマルシェ御前崎」が連携してサツマイモを栽培する
事業が２月26日、道の駅「風のマルシェ御前崎」で実
施されました。同事業の目的は、地元で生産が盛んな
農作物への理解を深めること。１年生の片山汐乃さん
（上比木）は、「サツマイモの持ち方を変えていくと、き
れいに皮をむくことができた」と笑顔で話しました。
◀芋切り干し作りを体験する生徒

御小生が市長に提案書渡す
御前崎小学校４年生35人は、総合的な学習の時間
で福祉について学びを深めてきました。そのような中、
児童が市の「ひらめき提案箱」の存在を知り、自分たち
の考えを市へ提出したいと発案したことから２月25
日、栁澤市長に福祉に対する提案をしました。栁澤市
長は、「すばらしい考えを提案してくれて大変うれしく
思います」と喜びました。
◀手作りの提案書をもつ児童と栁澤市長

東小６年が下級生に贈り物

◀実行委員の代表者とペンキできれいに塗られた階段

児童が協力して正門前の階段を６色のペンキで塗る
「レインボー階段づくり」が２月24日・25日、浜岡東
小学校で実施されました。この取り組みの実行委員は
卒業を目前にした６年生16人。「下級生が登下校で明
るい気持ちになれるように願いを込めて色を塗った。
作業完了後、見た人から『きれいだね』と言ってもらえ
てうれしかった」と達成感を口にしました。
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飼い犬の適正飼育者ら表彰

◀適正飼育者表彰を受ける飼い主

御前崎市動物保護協会が３月11日、飼い犬を正し
く飼養した人を対象とした「適正飼育者表彰」と、動物
愛護において啓発普及の功績がある人を対象とした
「静岡県動物保護協会小笠支部支部長表彰」を市役所で
執り行いました。表彰式には市動物保護協会員ら16
人が出席。「今後も動物の適正飼育と啓発の普及に努め
たい」と意識を高めました。

山本澄さんが百寿に達齢

◀笑顔で花束を持つ山本さん

下比木の山本澄さんが３月11日に100歳を迎えた
ため、栁澤市長が祝い状や花束を贈り長寿を祝いまし
た。「自然に生きること」をモットーに生活していると
いう山本さん。家の周囲を散歩することが日課だとい
います。
栁澤市長は、「実年齢よりずっと若く見える。これか
らも元気でいてほしい」と笑顔で伝えました。

白羽小学校で３月15日、白羽柑子普及会から贈ら
れた白羽柑子の苗木１本が児童により植樹されまし
た。白羽柑子とは、かの徳川家康が愛したミカンだと
いわれています。児童代表の工藤彩愛さんは「今はま
だ小さな木ですが、やがて実がなることを楽しみにし
ています。私たちもこの木とともに成長していきたい
です」と思いを語りました。

いにしえの果実を白羽小に

◀白羽柑子の苗木を植樹する生徒ら

文芸おまえざき 17号を発行

◀文芸おまえざきをもつ増田嘉伸さんと河原﨑教育長

文芸おまえざき第17号の完成報告会が３月12日に
市役所で執り行われました。同号には、投稿者85人
による121点の文芸作品が掲載されています。編集委
員長の増田嘉伸さんは「これからも若い人たちの投稿
が増えていってほしい」と語りました。
文芸おまえざきは、社会教育課と図書館アスパルで
販売しています。

　下水道事業の財政状況は、人口の減少による使用料収入の減少や施設の老朽化による更新費用の増大
など、厳しさが増しています。
　このような状況の中、将来にわたって市民サービスを安定的に継続するための指針として「御前崎市
下水道事業経営戦略」を策定しました。
※市ホームページから本経営戦略をご覧いただけます。

今後の取り組み
　広域化・共同化を検討しつつ、民間の資金やノウハウの活用、施設の長寿命化などを進めるにあたって
は投資の平準化や施設の合理化に取り組みます。また、一般会計に過度に依存することのないよう適正な
使用料への見直しを検討するなど、経営改善に取り組んでいきます。

照　会　上下水道課　☎０５３７�１１２６

■下水道事業の経営状況（令和元年度決算）

　下水道使用料で維持管理費を
賄えておらず、一般会計繰入金
で補てんしています。
　当期純利益9,846万4千円は
今後の設備投資の財源として蓄
えます。

　毎年、多額の企業債を返済し
ており、一般会計繰入金で賄っ
ています。収支不足額7,704万
円は内部留保資金などで補てん
しました。

■経費回収率 経費回収率とは、使用料で回収すべき経費をどの程度賄えているかを表すものです。
健全な経営を行うためには、100％以上であることが望ましい指標です。

■近隣市の下水道使用料　１期分（２カ月40立方メートル使用した場合)

御前崎市　3,520 円／月 菊川市　5,280 円／月 掛川市　5,676 円／月

維持管理費
3億3,402万5千円
（26.3％）

減価償却費
8億5,214万円
（67.0％）

その他費用
424万円
（0.3％）

支払利息
8,095万円
（6.4％）

支　出
12億7,136万5千円

建設改良費
6,922万9千円
（15.6％）

企業債償還金
3億7,505万1千円
（84.4％）

支　出
4億4,428万円

下水道使用料など
2億1,402万9千円
（15.6％）

一般会計繰入金
4億9,165万円
（35.9％）

長期前受金戻入
6億5,514万3千円
（7.8％）

その他収入
500万7千円
（0.3％）

国補助金
400万円
（0.4％）

収　入
13億6,982万9千円

受益者負担金
470万円
（1.3％）

一般会計繰入金
2億7,000万円
（73.5％）

出資金
6,344万円
（17.3％）

企業債
2,610万円
（7.1％）
国補助金
300万円
（0.8％）

収　入
3億6,724万円

【収益的収支】

【資本的収支】

１㎥の汚水処理のために生じる損失��165.2円

下水道使用料単価� 87.94 円 /㎥

汚水処理原価� �253.14 円 /㎥
× 100 ＝ 34.7％ 66％

目標値（令和７年度）

御前崎市下水道事業経営戦略を策定しました御前崎市下水道事業経営戦略を策定しました
（2021～2030

）
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国
保
加
入
者
の
人
間
ド
ッ
ク・

脳
ド
ッ
ク
費
用
助
成
し
ま
す

　
御
前
崎
市
国
民
健
康
保
険
に
１
年
以

上
加
入
し
て
い
る
人
を
対
象
に
、
人
間

ド
ッ
ク
と
脳
ド
ッ
ク
に
か
か
る
費
用
を

助
成
し
ま
す
。

　

助
成
に
は
事
前
申
請
が
必
要
で
す
。

対
象
条
件
や
指
定
医
療
機
関
な
ど
は
照

会
先
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

照　
会　
市
民
課

　
☎
０
５
３
７
�
１
１
７
１

国
民
年
金
保
険
料		

前
納
割
引
制
度
の
ご
案
内

　
国
民
年
金
制
度
に
は
、
一
定
期
間
の

保
険
料
を
前
払
い
す
る
こ
と
で
保
険
料

額
が
割
引
さ
れ
る「
前
納
制
度
」が
あ
り

ま
す
。
割
引
額
は
前
納
期
間
に
よ
り
異

な
り
ま
す
。

２
年
前
納
…
１
万
４
５
９
０
円

１
年
前
納
…
３
５
４
０
円

６
カ
月
前
納
…
８
１
０
円

　
納
付
書
を
用
い
て
前
納
す
る
場
合
の

納
付
期
限
は
４
月
30
日
で
す
。

　
詳
細
は
照
会
先
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

照	　
会　
日
本
年
金
機
構
掛
川
年
金
事

務
所

　
☎
０
５
３
７
�
５
５
２
４

簡
単
・
便
利
！
水
道
料
金
の	

ス
マ
ホ
決
済
開
始

　
４
月
か
ら
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ

リ「ｐ
ａ
ｙ
ｐ
ａ
ｙ
」「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ�

ｐ
ａ
ｙ
」

を
利
用
し
て
水
道
料
金
の
支
払
い
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。利
用
方
法
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
各
ア
プ
リ
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

照　
会　
上
下
水
道
課

　
☎
０
５
３
７
�
１
１
２
６

扶
助
費
の
申
請
期
間
は	

５
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で

　
本
年
４
月
１
日
時
点
で
市
内
に
住
所

が
あ
り
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る
人
を

対
象
に
扶
助
費
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
者
と
支
給
要
件

①�

障
害
者
手
帳（
身
体
１
級
～
２
級
、

療
育
、
精
神
１
級
～
２
級
）
の
い
ず

れ
か
を
持
つ
人（
世
帯
合
計
所
得
額

６
０
０
万
円
以
下
）

②�

一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
70
歳
以
上

の
人
で
、
収
入
総
額
１
５
０
万
円
以

下
の
人

※�

収
入
総
額
に
は
遺
族
年
金
や
障
害
年

金
な
ど
の
収
入
金
額
を
含
む
。

③�

義
務
教
育
修
了
前
の
交
通
・
労
務
災

害
遺
児
を
扶
養
し
て
い
る
人（
世
帯
合

計
所
得
額
５
０
０
万
円
以
下
の
人
）

④�

介
護
度
３
以
上
ま
た
は
身
体
１
級
の

ね
た
き
り
者
を
６
カ
月
以
上
、
常
に

家
庭
で
付
き
添
い
介
護
し
て
い
る
人

⑤�

介
護
度
３
以
上
の
認
知
症
の
人
を
６

カ
月
以
上
、
常
に
家
庭
で
付
き
添
い

介
護
し
て
い
る
人

支	

給
金
額

①
～
③　
年
額
１
万
５
千
円

④�

～
⑤　

年
額
６
万
円（
９
月
と
３
月

に
分
割
支
給
）

申	

請
方
法　
申
請
書
を
地
区
担
当
の
民

生
委
員
を
通
じ
て
照
会
先
へ
提
出

※�

申
請
後
に
審
査
が
あ
り
ま
す
。
必
ず

支
給
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

照　
会　
福
祉
課

　
☎
０
５
３
７
�
１
１
２
１

農
地
取
得
に
関
す
る	

下
限
面
積
の
例
外
に
つ
い
て

　
イ
チ
ゴ
や
花
き
と
い
っ
た
施
設
園
芸

農
業
の
経
営
を
集
約
的
に
実
施
す
る
と

認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
農
地
法
施
行
令

第
２
条
第
３
項
第
１
号
を
適
用
し
、
下

限
面
積（
浜
岡
地
区
50
ア
ー
ル
、
御
前
崎

地
区
20
ア
ー
ル
）に
満
た
な
い
場
合
で
も

例
外
的
に
農
地
の
取
得
が
認
め
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
農
地
取
得
を
検
討

し
て
い
る
人（
認
定
新
規
就
農
者
な
ど
）

は
、
照
会
先
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対	

象
者　
年
間
１
５
０
日
以
上
農
作
業

に
従
事
し
て
い
る
人
。
ま
た
は
、
そ

の
世
帯
員
な
ど

対
象
面
積　
10
ア
ー
ル
以
上

※
10
ア
ー
ル
＝
１
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル

照	　
会　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
５
３
７
�
１
１
２
５

ワ
ク
チ
ン
再
接
種
費
用
を	

助
成
し
ま
す

　
市
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
骨
髄
移
植

や
抗
が
ん
剤
治
療
な
ど
特
別
な
理
由
で

予
防
接
種
の
再
接
種
が
必
要
な
人
へ
費

用
の
助
成
を
始
め
ま
す
。

対	　
象　
①
～
③
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

①
接
種
時
に
本
市
に
住
民
票
が
あ
る
人

②�

接
種
済
み
の
定
期
予
防
接
種
の
効
果

が
期
待
で
き
な
い
と
医
師
に
判
断
さ

れ
た
人

③
再
接
種
時
の
年
齢
が
18
歳
未
満
の
人

申	

請
方
法　
再
接
種
を
受
け
る
前
に
照

会
先
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

照　
会　
こ
ど
も
未
来
課

　
☎
０
５
３
７
�
６
６
６
６

Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
に	

市
が「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」宣
言

　
近
年
、
世
界
で
は
地
球
温
暖
化
が
原

因
と
み
ら
れ
る
異
常
気
象
に
よ
る
災
害

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
事
態

は
、「
気
候
変
動
」
の
域
を
超
越
し
、
人

類
に
と
っ
て
生
存
基
盤
を
揺
る
が
す

「
気
候
危
機
」と
も
い
う
べ
き
事
態
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
市
は
、「
気
候
危
機
」に
立
ち
向
か
い
、

地
球
温
暖
化
に
伴
う
気
温
上
昇
を
リ
ス

ク
の
低
い
１・
５
℃
に
抑
え
る
た
め
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量

を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
」を
宣
言
し
ま
し
た
。

お
知
ら
せ

　
地
球
温
暖
化
と
気
候
危
機
を
食
い
止

め
る
た
め
、
ご
み
の
分
別
・
リ
サ
イ
ク

ル
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
機
器
の
導
入
、
住
宅
の
リ
フ
ォ

ー
ム
に
よ
る
省
エ
ネ
化
な
ど
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

※�

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
と
は
、
環
境

省
が
呼
び
掛
け
て
い
る「
２
０
５
０

年
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
ま
た

は
Ｃ
Ｏ
２
を
実
質
ゼ
ロ
と
す
る
こ
と

を
目
指
す
旨
を
首
長
自
ら
が
、
ま
た

は
地
方
自
治
体
と
し
て
公
表
さ
れ
た

地
方
自
治
体
」の
こ
と
。

※�

排
出
量
実
質
ゼ
ロ
と
は
、
Ｃ
Ｏ
２
な

ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
人
為
的
な
発

生
源
に
よ
る
排
出
量
と
森
林
な
ど
の

吸
収
源
に
よ
る
除
去
量
を
均
衡
さ
せ

る
こ
と
で
実
質
的
な
排
出
を
ゼ
ロ
と

す
る
こ
と
。

照　
会　
環
境
課

　
☎
０
５
３
７
�
１
１
６
２

不
正
大
麻
・
け
し
を
撲
滅	

西
部
保
健
所
へ
連
絡
を

　
静
岡
県
は
、
毎
年
５
月
か
ら
６
月
に

か
け
て
不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
不
正
け
し
は
、
麻

薬（
あ
へ
ん
）の
原
料
と
な
る
た
め
、
法

律
で
栽
培
・
採
取
が
厳
し
く
規
制
さ
れ

て
い
ま
す
。
不
正
大
麻
・
け
し
を
許
可

無
く
栽
培
し
て
い
た
場
合
、
処
罰
を
受

け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
観
賞

用
と
し
て
栽
培
し
て
い
る
場
合
で
も
、

処
罰
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
自
宅
や
近
所
の
庭
、
畑
な
ど
で
不
正

大
麻
や
け
し
と
疑
わ
れ
る
も
の
を
発
見

し
た
場
合
は
、
最
寄
り
の
保
健
所
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
電
子
メ
ー

ル
で
生
育
場
所
や
写
真
な
ど
を
送
付
い

た
だ
け
れ
ば
鑑
定
し
ま
す
。

◆
主
な
け
し
の
種
類

①
ア�

ツ
ミ
ゲ
シ（
セ
テ
ィ
ゲ
ル
ム
種
）

　

花
の
色
は
、
紫
色（
中
央
が
濃
い
紫

色
、
外
側
は
薄
紫
色
）が
多
い
。
花
び

ら
は
４
枚
。
葉
が
茎
を
抱
き
込
む
よ
う

互
い
違
い
に
付
い
て
い
る
。
開
花
期
の

草
丈
は
50
～
１
０
０
㌢
に
な
る
。

②
ケ
シ（
ソ
ム
ニ
フ
ェ
ル
ム
種
）

　
鮮
や
か
な
ピ
ン
ク
色
の
多
数
の
花
び

ら
が
付
い
た
八
重
咲
き
が
多
い
。
一
重

咲
き
は
花
び
ら
が
４
枚
で
色
は
赤
、桃
、

紫
、
白
な
ど
。
葉
が
茎
を
抱
き
込
む
よ

う
に
、
互
い
違
い
に
付
い
て
い
る
。
茎

や
葉
は
白
味
を
帯
び
た
緑
色
で
、
毛
は

ほ
と
ん
ど
無
い
。
開
花
期
の
草
丈
は

１
０
０
～
１
６
０
㌢
に
な
る
。

照	　
会　
静
岡
県
西
部
保
健
所
掛
川
支
店

　
☎
０
５
３
７
�
３
２
６
２

「
文
芸
お
ま
え
ざ
き
」	

第
17
号
を
発
刊
し
ま
し
た

　

文
芸
お
ま
え
ざ
き
第
17
号
を
１
冊

５
０
０
円
で
社
会
教
育
課
と
図
書
館
ア

ス
パ
ル
で
発
売
し
て
い
ま
す
。
投
稿
者

85
人
に
よ
る
１
２
１
点
の
随
筆
や
手

記
、俳
句
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

ど
の
作
品
も
力
作
揃
い
で
す
。
ぜ
ひ
ご

購
読
く
だ
さ
い
。

価　
格　
１
冊
５
０
０
円

販	

売
場
所　
社
会
教
育
課
、
図
書
館
ア

ス
パ
ル

照　
会　
社
会
教
育
課

　
☎
０
５
３
７
�
８
７
３
５

令
和
２
年
度
国
保
税	

コ
ロ
ナ	

減
免
申
請
期
限
を
延
長

申	

請
期
限　
令
和
３
年
３
月
31
日
㈬
→
令

和
４
年
３
月
31
日
㈭
に
延
長
し
ま
す
。

照　
会　
税
務
課

　
☎
０
５
３
７
�
１
１
１
４

県
立
吉
田
特
別
支
援
学
校
小
学
部

げ
ん
き
っ
こ
教
室
の
お
知
ら
せ

　
静
岡
県
立
吉
田
特
別
支
援
学
校
の
小

学
部
に
入
学
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る

年
長
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
は
、
本
校

の
先
生
や
友
達
と
話
し
た
り
、
一
緒
に

遊
ん
だ
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
お
子
さ

ん
が
室
内
で
遊
具
遊
び
を
体
験
で
き
た

り
、
保
護
者
が
先
生
に
相
談
で
き
た
り

す
る
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。

期	　
日（
予
定
）

　
第
１
回　
６
月
21
日
㈪
午
前
中

　
第
２
回　
７
月
21
日
㈬
午
前
中

対	　
象　
就
学
を
考
え
て
い
る
年
長
児

と
保
護
者
、
通
園
先
の
教
職
員

照	　
会　
静
岡
県
立
吉
田
特
別
支
援
学
校

　
☎
０
５
４
８
�
９
８
７
２

県
立
吉
田
特
別
支
援
学
校
中
学
部

学
校
見
学
会
の
お
知
ら
せ

　
次
の
日
程
で
学
校
見
学
会
を
実
施
し

ま
す
。
実
際
に
学
校
の
様
子
を
見
て
み

ま
せ
ん
か
。
詳
細
は
、
照
会
先
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日	　
程（
予
定
）

　
６
月
～
７
月
中
に
実
施
予
定

※�

５
月
上
旬
に
各
小
学
校
に
案
内
を
送

付
し
ま
す
。

対	　
象　
吉
田
特
別
支
援
学
校
中
学
部

に
転
入
学
を
考
え
て
い
る
保
護
者

照	　
会　
静
岡
県
立
吉
田
特
別
支
援
学
校

　
☎
０
５
４
８
�
９
８
７
２

▶西部保健所
　メールアドレス
　二次元コード▲アツミゲシの花▲アツミゲシの花

▲ケシの花▲ケシの花
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（前月比）

表紙の関連記事

新
エ
ネ
・
省
エ
ネ
機
器	

導
入
経
費
の
一
部
を
補
助

　
市
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
と
資
源
の

有
効
利
用
を
図
る
た
め
、
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
を
導
入
す

る
経
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

◆
補
助
対
象
機
器

①
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

②
家
庭
用
蓄
電
池

③
太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム

④
家
庭
用
燃
料
電
池

⑤�

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車（
電

気
自
動
車
、
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
自
動
車
、燃
料
電
池
自
動
車
）

◆
補
助
金
額

①
１
k
Ｗ
あ
た
り
２
万
円
、
上
限
８
万
円

②
１
k
Ｗ
ｈ
あ
た
り
2
万
円
、
上
限
8
万
円

③
1
基
あ
た
り
2
万
円

④
1
基
あ
た
り
8
万
円

⑤
1
台
あ
た
り
10
万
円

照　
会　
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
課

　
☎
０
５
３
７
�
１
１
３
４

５
月
５
日
か
ら
11
日
は	

	

児
童
福
祉
週
間
で
す

「
あ
た
た
か
い　
こ
と
ば
が
つ
な
ぐ

こ
こ
ろ
の
わ
」

　

す
べ
て
の
子
ど
も
が
個
性
豊
か
に
、

た
く
ま
し
く
育
っ
て
い
け
る
よ
う
な
環

境
や
社
会
を
目
指
し
、
毎
年
５
月
５
日

の「
こ
ど
も
の
日
」
か
ら
１
週
間
を「
児

童
福
祉
週
間
」と
定
め
て
い
ま
す
。

照　
会　
こ
ど
も
未
来
課

　
☎
０
５
３
７
�
１
１
２
０

令
和
４
年
度
に
採
用
の	

病
院
職
員
を
募
集
し
ま
す

職
種
・
募
集
人
数

　
看
護
師
…
10
人

　
看
護
助
手
…
１
人

　
介
護
福
祉
士
…
３
人

　
薬
剤
師
…
３
人

　
臨
床
検
査
技
師
…
１
人

　
言
語
聴
覚
士
…
１
人

受	

験
資
格　
有
資
格
者
ま
た
は
資
格
取

得
見
込
み
の
人

応	
募
期
間　
６
月
11
日
㈮
17
時
ま
で
に

持
参
ま
た
は
郵
送
必
着

試
験
日　
６
月
20
日
㈰

※�

詳
細
は
、
市
立
御
前
崎
総
合
病
院
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
閲
覧
す
る
か
、
照

会
先
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

照　
会　
病
院
管
理
課

　
☎
０
５
３
７
�
８
５
１
１

清
川
泰
次
芸
術
館
で	

作
品
を
展
示
し
ま
せ
ん
か

　

御
前
崎
市
清
川
泰
次
芸
術
館
に
は
、

市
民
の
芸
術
文
化
作
品
を
展
示
す
る

「
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
は
書
道
や
絵
画
、

そ
の
他
の
作
品
を
無
料
で
展
示
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
利
用
を
希
望
す
る
人
は
照
会
先
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

利
用
料　
無
料

利
用
対
象
者

①�

個
人
の
場
合
は
市
内
在
勤
在
住
に
限
る

②�

団
体
の
場
合
は
主
催
者
ま
た
は
団
体
事

務
所
の
住
所
が
市
内
に
あ
り
、
主
に
市

内
で
活
動
し
て
い
る
団
体
に
限
る

開
館
日　
土
曜
日
・
日
曜
日

開
館
時
間　
９
時
～
16
時

展
示
期
間　
最
大
２
カ
月
間

※�

６
カ
月
前
か
ら
申
し
込
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

照　
会　
社
会
教
育
課

　
☎
０
５
３
７
�
８
７
３
５

丸
尾
記
念
館
の
利
用
者
を	

募
集
し
て
い
ま
す

　

御
前
崎
市
丸
尾
記
念
館
で
は
和
室

（
３
室
）
の
貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
す
。

茶
道
・
華
道
・
歌
会
・
句
会
・
読
書
会

な
ど
の
文
化
活
動
に
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。

　
利
用
を
希
望
す
る
人
は
照
会
先
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

利
用
料　
無
料

利
用
対
象
者　
市
内
在
勤
、
在
住
者

　
団
体
の
場
合
は
主
催
者
ま
た
は
団
体

事
務
所
の
住
所
が
市
内
に
あ
り
、
主
に

市
内
で
活
動
し
て
い
る
団
体
に
限
る

開
館
日　
土
曜
日
・
日
曜
日

開
館
時
間　
９
時
30
分
～
15
時
30
分

※�

６
カ
月
前
か
ら
申
し
込
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

照　
会　
社
会
教
育
課

　
☎
０
５
３
７
�
８
７
３
５

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室	

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　
や
わ
ら
か
い
ゴ
ム
製
の
ボ
ー
ル
を
使

う
４
人
制
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

で
す
。
老
若
男
女
問
わ
ず
初
心
者
で
も

気
軽
に
プ
レ
ー
で
き
ま
す
。

開	

催
日

①�

５
月
25
日
㈫
～
６
月
22
日
㈫

　
（
毎
週
火
曜
日　
全
５
回
）

②�

５
月
27
日
㈭
～
６
月
24
日
㈭

　
（
毎
週
木
曜
日　
全
５
回
）

時　
間　
19
時
30
分
～
21
時

会　
場

①
高
松
体
育
館

②�

御
前
崎
市
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

対	　
象　
御
前
崎
市
在
住
・
在
勤
で
18

歳
以
上
の
男
女

参
加
費　
１
人
１
０
０
０
円

※�

教
室
初
日
に
徴
収
し
ま
す
。
教
室
参

加
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
、
中
止
に
関
す

る
返
金
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

定　
員　
24
人（
申
し
込
み
順
）

申	

込
方
法　
所
定
の
様
式
に
よ
り
、
照

会
先
へ
申
し
込
む（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

※�

申
込
用
紙
は
、
各
地
区
セ
ン
タ
ー
・

ぷ
る
る
・
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
・

市
役
所
本
庁
・
支
所
に
あ
り
ま
す
。

募
　
集

（令和３年3月末日現在の速報値）

３月30日、高松緑の
森公園の桜が満開に咲
いていました。
保護者や花見を楽し
む人が見守る中、子どもたちはロー
ラー滑り台やブランコなど、さまざ
まな遊具で元気いっぱい遊んでいま
した。

新年度が始まりました。コロナウ
イルスの脅威が続く中、皆さんはい
かがお過ごしでしょうか。私は今年
も広報を担当することができ、ホッ
と胸をなで下ろしています。これか
らも皆さんから御前崎の良いところ
を教えていただきながら、市内外に
伝えていきたいと思います。　　R

人　口 31,522（－142）
男　 15,997 （－65）
女　 15,525 （－77）
世帯数 12,024 （－11）

注	

意
事
項　
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
対
策
の
状

況
に
よ
り
、
教
室
を
中
止
ま
た
は
延

期
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
申
し
込

み
を
し
た
人
に
は
、
対
応
が
決
ま
り

次
第
ご
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

締　
切　
５
月
14
日
㈮

照　
会　
社
会
教
育
課

　
☎
０
５
３
７
�
８
７
３
５

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会	

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　
毎
年
多
く
の
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
い

る
大
会
で
す
。
友
人
な
ど
と
気
軽
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

開
催
日　
６
月
27
日
㈰

時　
間　

①
受
付　
８
時
～
８
時
30
分

②
開
会
式　
８
時
45
分
～

会　
場　
朝
比
奈
地
区
セ
ン
タ
ー

対	　
象　
御
前
崎
市
在
住
・
在
勤
で
18

歳
以
上
の
男
女

参
加
費　
１
チ
ー
ム
１
０
０
０
円

定　
員　
先
着
16
チ
ー
ム（
申
し
込
み
順
）

申	

込
方
法　
所
定
の
様
式
に
よ
り
、
照

会
先
へ
申
し
込
む（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

※�

申
込
用
紙
は
、
各
地
区
セ
ン
タ
ー
・

ぷ
る
る
・
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
・

市
役
所
本
庁
・
支
所
に
あ
り
ま
す
。

注	

意
事
項　
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
対
策
の
状

況
に
よ
り
、
教
室
を
中
止
ま
た
は
延

期
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
申
し
込

み
を
し
た
人
に
は
、
対
応
が
決
ま
り

次
第
ご
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

締　
切　
６
月
18
日
㈮

照　
会　
社
会
教
育
課

　
☎
０
５
３
７
�
８
７
３
５

２
０
２
１
年
度
国
家
公
務
員
採
用	

一
般
職
試
験（
大
卒
程
度
）を
実
施

試
験
日

①
第
一
次
試
験　
６
月
13
日
㈰

②�

第
二
次
試
験　
７
月
14
日
㈬
～
８
月

２
日
㈪

受
験
資
格

①�

平
成
３
年
４
月
２
日
～
平
成
12
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
人

②�

平
成
12
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
、
大
学
を
卒
業
し
た
人
お
よ

び
令
和
４
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒

業
す
る
見
込
み
の
人

受	

付
期
間　
４
月
２
日
㈮
９
時
～
４
月

14
日
㈬　
受
信
有
効

照　
会　
人
事
院
中
部
事
務
局

　
☎
０
５
２（
９
６
１
）６
８
３
８ ▶人事院

　申し込みページ
　二次元コード
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ま
ち
の
元
気
応
援
マ
ガ
ジ
ン

４

健康づくり課・御前崎市栄養友の会

豚肩ロース� 20枚
葉ネギ� ２束分
塩・コショウ� 適量
ポン酢� 大さじ２
サラダ油� 小さじ２

材料（４人分） 作りかた
1豚肉は軽く塩・コショウをする。
2葉ネギは５㌢の長さに切る。
31の豚肉で１枚ずつ2を巻く。
4フライパンにサラダ油をひいて火
にかける。3の巻き終わりを下に
して全体に軽く焼き目がつくまで
焼いていく。
5器にのせ、ポン酢を添える。

豚肉は疲労回復効果も期待できます。

豚肉のネギ巻き

～食のまち御前
崎～

毎月19日は食育
の日！　御前崎

をたべよう！

▶１人分=199kcal
食塩相当量　1.0㌘

◆今月のレシピに使われている特産品：葉ねぎ

かわいいな～！
みんなすくすく元気に
大きくなってね！

来
月
号
に
は
、

５
月
生
ま
れ
の
子
ど
も
が

載
る
よ
！

須
す

藤
どう

 仁
に

梨
な

ちゃん２歳（白羽区）

村
むら

松
まつ

 礼
れ

望
の

ちゃん３歳
（朝比奈原）

かわいい笑顔を募集します。
対象：６月生まれの１歳～３
歳児で、本コーナーへ掲載さ
れたことのない子
申込期間：5月10日㈪、11日㈫
の２日間、８時15分～17時
（最大８枠。先着順）
◆申込先：総務課
  ☎０５３７�１１３２

鈴
すず

木
き

 翔
か な た

湊くん３歳
（塩原）


